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資源循環型林業の未実施

働き手に魅力のない産業

補助金依存型の経営

投資資金の流入なし

地域林業の斜陽産業化

様々な社会要請に

応えられない

資源循環型の
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持続可能な社会の

重要な一角を占める
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デロイト トーマツは、国内森林投資における

モデル事例創出のアドバイザリー業務を実施しています
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